
港

頭

首

「
入
高
山
千
の
捨
臓
は
我
身
一
人
の
日
記
文
書
な
り
」
ご
は
、
宗
租
大
師
が
、
串
間
修
行
の
根
本
方
針
を
、
我
等
に
示
し
給
へ

る
言
で
ゐ
る
、
即
も
我
等
が
修
む
る
科
血
甲
、
哲
皐
は
、
科
皐
の
掲
の
科
皐
哲
串
の
矯
の
哲
串
で
は
な
い
、
汗
は
自
己
完
成
の
矯
の

間
接
的
階
段
で
ゐ
b
、
由
序
で
ゐ
る
、
諸
他
の
文
書
も
美
術
も
皆
同
様
で
ゐ
る
o
若
し
然
ら
守
ご
せ
ば
、
此
等
は
唯

r串
の
遊

戯
仁
過
ぎ
ぬ
、
其
慮
に
は
金
〈
皐
聞
の
意
義
も
無
（
、
文
義
美
術
の
異
の
債
値
も
無
h
1
0

愛
に
自
己
完
成
ご
は
、
第
一
義
的
大
人
格
の
築
成
を
意
味
す
る
、
即
ち
絶
劃
本
怖
を
自
身
じ
見
出
す
こ
巴
で
ゐ

h
、
永
遠
繰

窮
の
生
命
を
獲
得
す
る
こ
ご
で
あ
h
、
人
生
の
異
憤
値
b
a
確
認
す
る

ζ
E
で
ゐ
b
、
兎
に
金
宇
宙
k
異
善
美
化
す
る
こ
巴
で
ゐ

る
o
併
し
是
れ
は
「
無
而
欲
有
」
底
の
者
で
な
〈
、
金
〈
還
元
的
、
本
有
的
の
も
の
で
、
致
事
上
の
術
語
で
は
之
を
始
畳
却
本

畳
さ
栴
す
る
o

南
無
妙
法
蓮
華
経
さ
は
、
こ
の
自
身
に
見
出
す
慮
の
絶
待
本
備
の
御
名
で
あ
る
、
即
も
我
等
が
自
己
完
成
の
直
接
的
方
法
ご

し
て
の
、
信
念
緬
養
さ
行
道
策
逃
亡
は
、
唯
此
本
備
の
御
名
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
、
心
に
念
し
口
に
唱
へ
身
に
行
ふ
の
一

事
に
在
る
の
で
あ
る
o
外
観
に
は
、
他
悌
他
法
に
蹄
依
掲
仰
す
る
が
如
（
な
る
も
、
汗
は
修
養
の
初
歩
に
於
げ
－
る
傾
向
で
あ
っ

て
買
に
は
自
己
の
本
働
を
自
ら
喚
び
活
す
所
の
不
可
思
議
の
修
行
訟
で
ゐ
る
、
「
多
賀
如
来
の
筑
塔
乞
供
養
し
給
ふ
か
ご
思
へ

ば
、
左
に
非
子
、
吾
身
を
供
養
す
る
な
b
L
の
聖
一
訓
は
此
意
に
外
な
ら
ぬ
。

所
有
皐
問
轟
術
は
本
偽
へ
の
間
接
的
道
程
で
あ
b
、
信
念
緬
養
ご
人
格
向
上
ご
は
本
悌
へ
の
直
接
的
階
段
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
、
即
ち
一
切
を
事
げ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
蹄
納
す
ぺ
き
で
ゐ
る
、
否
、
深
〈
之
を
考
ふ
る
時
は
、
凡
百
の
云
潟
行
動
は
、
悉

f
本
偽
じ
出
接
し
、
本
備
に
安
住
し
、
本
備
に
蹄
着
す
る
、
即
ち
始
中
絡
を
通
じ
て
、
唯

r南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
o

若
し
本
偽
さ
云
へ
る
中
心
を
失
ひ
、
此
に
統
一
せ
ぬ
な
ら
ば
、
必
十
や
修
養
も
洩
薄
に
流
れ
、
信
念
－
也
、
迷
妄
に
堕
す
る
で
ゐ

ち
う
、
叉
凡
て
の
串
問
、
醤
術
も
、
唯
だ
一
種
の
骨
査
で
、
菅
に
力
ゐ
る
心
の
糧
ご
な
ら
ぬ
の
み
な
ら
歩
、
却
て
心
を
傷
ぷ

b
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身
を
亡
ぼ
す
の
苦
日
卦
と
な
る
で
ゐ
ら

3
凶
「
知
日
者
単
記
り
身
ご
な

h
τ
b、
地
獄
に
塩
ち
て
何
白
詮
か
有
ら
ん
」
巴
一
五
ひ
斗
備
訟

を
場
ぷ
者
却
て
多
〈
地
獄
に
堕
つ
」
巴
云
へ
る
量
一
誠
以
正
し
〈
此
曜
い
在
る
の
で
ゐ
る
Q

皐
問
ご
宗
敬
巴
は
別
個

ω世
芥
で
ゐ

b
、
事
術
ご
道
徳
乙
以
各
純
白
り
揖
械
を
有
す
、
ご
は
、
常

ι聞
く
蕗
で
ゐ
ゐ
が
、
是

の
知
き
は
、
賞
に
無
宗
教
を
以

τ誇
り
ご
し
、
自
己
完
成
に
盲
同
作
ゆ
る
、
知
日
識
偏
重
．
轟
術
一
議
よ
乞
M
F
み
ゐ
者

ω嘩
請
で
ゐ
ゐ
、

此
嘩
語
が
一
段
嵩
じ
た
の
が
。
某
々
文
土
の
情
抵
で
ゐ

b
、
某
々
博
士
山
り
獣
行
で
は
な
い
か
、
即
ち
串
間
出
獄
、
謀
術
亡
岡
一
定

絶
叫
す
る
の
必
要
が
あ
る
o

従
令
瞳
聞
は
宗
教
に
蹄
趨
す
ぺ
き
も

ω、
番
術
は
道
徳
ご
一
致
す
ぺ
き
も
の
巴
合
制
し

τ
b、
某
宗
教
や
道
徳
り
内
容
貰
舗

が
、
低
級
で
不
完
金
で
、
第
二
説
的
り
も
の
な
ら
ば
是
れ
亦
前
者
ご
五
十
歩
肖
歩
で
ゐ
ゐ
υ
的
て
我
等
の
要
求
す
る
所
は
、
本

偽
中
心
の
宗
敏
信
仰
、
之
乞
起
礎
ご
せ
る
道
徳
．
即
ら
自
己
記
此
に
以
り

τ稼
も
力
ゐ
ゐ
肋

ωヲ
ぞ
れ
い
で
砿
（
て
は
な
ら
江
い

ο

我
等
は
自
己
完
成
の
烏
の
い
、
科
畢
哲
皐
の
研
究
い
も
、
文
塾
長
術

ω修
持
に
も
、
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

U
〈
本
係
樹
嫌
。

矯
め
に
、
よ
り
高
き
人
格
の
向
上
ご
、
よ
り
正
し
き
信
念

ω増
進
に
奮
蹴
せ
ね
ば

U
－

b
叫
、
其
れ
が
立
正
大
師
の
門
下

E
し
て
、

身
延
在
住

ω拳
徒
ご
し
て
の
天
分
で
ゐ
る
U

（
十
三
年
六
月
念
一
日
）
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